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 巻、・頭へ鴬'
 1醒田みのる

 正服・ρ)鯛記裏呼製薬会社も}億舳繕帥か府
 て試蒲研窮所の整備充実に今毎皐々着手寺る計画だと云う裏

 を釦った員叉一方アメリカ水産関係の調査研究費一総計は何億

 ド〃ソ連のが薮億〃一ブ〃と出ていた棒だ蛆之張公定レー}

 で換箪寺系と何百億円か千句曹億円加昌二なるだろう同こ猟畳二

 附加えて試惰研究費はおよそ騎係青島生産物の価格の一2-5

 %計上支出音高のが遼当と震れていると云うことが誓いてあ

 つ汀と愚ろ哺(賢斜を紛失し汽ので聞違っているか魯釦肌な

 1、・曇の時論御許を乞う)と昌二角我が昼本並1二我が鹿児島県の

 場合を頭め中で概算して比較してみたとき水産窮係の試検研

 究1費がとて亀問題昌二な島ぬ穫≡歩』、と思えたことである。

 /g57包…(員口ち太焦)〃月88国際連会正O-Aが発1表し,たタ95喜

 隼(鱈棚30露)赴界漁獲高瞭2ク7四萬トンでこ舳肉目本が断

 然杜界〃位仰々萬トンを占め鶏2位減アメ唄カ㈹268萬トン。

 驚3位械ソ連の㌶50萬トン、欝4位中共泌θ萬トン驚5位ノ吋・ウ

 エータ87萬トン驚差位イキ1は〃0萬)となっていお。

 ヨ底の露地方庁和遜して水研、大学、本試など伽水産顧係試

 隙研究機関叩費総額滅人件削含めて抑位晶二なる加・私
 の所1二1ま資爵けいので今のところ判舗兼ねるが、おを島く

 2θ億診越え.拓ごとは島みまい。試蹄研究費なん如今日仰ヌ
 ジのタシに症島ぬ和島毛ツタイナイと云って居て娯いつまで

 手=つて高充分ヌジが食えるよい:た笏ぬ1.,.行政の空弼軌と

 茸の冒募!.、弔遠か黒ぬ弓毛にアメリ力.ソ糖、中其と云う9

 本を取巻く強国和島氷窪の蚕で執頭が上らぬ鈍位呂二.引際きれ

 る心配州あるとい.つて蛾取越苦労だ馬弓伽叶営利φ目的左青

 義理楽会社がグ0億加けて試鴨研究ナチ姶例題物設備伽整える

 とい5事暑ま嚢和島云えば試験研究なくして繁務の発展娯望め

 ない換婁青れば試抽研究は結局モウカ〃杜專であると認識し

 ね結果で賦ないだるうか・
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テープレコーダー

 〔東漁遠会…長を訪ねて〕一

 〔燈台下略し〕とか。案外身近などとは他へから指摘される
 迄分ら狂い事が多い與一年の計去樹てみミぎ隼頭に。過ぎた隼
 を反省し薪らしい隼の目標を鰯一てる婁は良い事に違いない日

 〔ソ田÷そラだ〕と編集部のむくつげき男の子讐四名,漁運
 会長、中尉喜徳氏を煩わして遠慮のない所宇闘いてみた用
 眼光ヶイケイとして小ク人を呑む。定置漁業の大家とか、〔
 収入予算に追われている様な今の試験場ではあって無き・が如

 し〕と喝破されて、むくつけき男の子警句小さくなつた、そ

 れにして.も今年は良い目標が出来た・
 日く〔ウーソ,サスガは試穣場だけのことはあるナ〕
 中村喜'徳氏をして薮く云わしめ・るべき裏1・1・人の意見は
 聞いて見るものだ。

編集部前自一

32.久7

類蟻

 {)c/)漁村勢隼、指導普及のこIと

 編:今年の童I風ほ〔神武以来の好艶気〕と云われています
 が漁村の影気は黒ラだったでしょうか。こラ云ったとこ

 一ろから}つ。.・・

 会長:串木野方面のいわゆる紳喜漁業、サバのハネつり漁

 業響。飛躍酌発展を見ている棲だが、然し一般に沿岸漁

 業は衰邊レているむきが強いです毒周

 編:.甲叢漁業の手振は良く.云われて邸すが串木野氏平
 較的漁業㍗盛んな所では業界の新藤代謝が激しく三漁率
 も発展する方晦えと動いている様ですが.小さな漁麓で
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 は盛り上る帥力とい?た.ものカ吹く衰退に拍雫をかけ
 ている格好の様ですがH∴i

 会長:そういう点は鉋区酌時ある。萩に云わせれば沿岸漁
 業の不振が一機に・資源の措暢ぢけに原因するとは思えな
 い。技術面で創意工夫すれぱやって行けると思うん㌘す何

 叉漁厨の中心となるべき青年憲が咄漁村で生れ漁村で生

 活するのだから,家計を維持させる為漁業を発展させね

 ぱならんといラ強い信念に欠けている穣ですネ。まだま

 だ創意工夫が足りませんヨ。

 編:そこヤ漁村青年の教育曹屋の問題ですが

 会長:これは県も試艦場も漁蓮も単協も一膝.となってやる
 ぺき・です面漁遠で年一固か二国漁村青年大会を開いてい

 るが冊どうしても各機関が協力して技術的な指導を始め

 精神酌な指針を与えるべきだ間これは大事な問題ですヨ、緕

 信念がないから都会にあこがれる。尤も漁村の女一性が阪

 神方面に出てゆくので青年達も味気ない人生を.威寺るの

 かも知れないテ田結局根本的な育成ですヨ困

 編:昨年試験場の照南.丸で各漁協の連中と}諸に先進地視

 察をして今年も叉計画している/1一です由㌔

 会長:.あれは良い試みだったですヨ種あ㌧して常に良い意

 曝での瑚撃を童ける轟が必要ですネ硯

 臼)水産試職場に望む

 編:試職場は指導研究機関であると同時に業界のす一ピヌ

 機関である訳で漁筋一と遊I離したものであってはならない

 訳ですが。その点部外者として試職場は片うあるIぺきか

 と思われますか?

 ・会長:私が不満に思っている婁は試嘆場はな・に・をする所か
 県の誠行部が理解していないと云ラ妻だ岨試職場の使命

 はあくまで水産に関する科学的な基礎姿料を作る弓とに
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 ある筈だの昏二恋繁で娯取人予'算r二重、意弗禽ムベrいる目こ1
 邪.だけの収入が無狩りぱご純淳げ仰予算が茜晶え次いと

 云1事で鵬繍ヂ細目的1遂雛舳11い司繊加主
 か収入が主かと云いたいで青ヨ的こ㌧豪・翻行部加考えな

 い裏ヨニ城今の試隙場郁あ覇方担有って無さが如し、高つ

 と呉領いよ{纐・戦マシ如鼻絢胴,序、吟～{ネ開

 縮=この収入予算術間領冷各県共通の繊みポ毛で㌔

 会長:とにかく一一考青ぺき問題だ・私は本集沿岸備叢の撮
 輿対東としず,私珊地区菩二蓄養端和穀肘ようと思って圭

 ナ判太纂始めての試み差しでネ。良い場所が森島んでヰ

 こ怖亀独自.呂ニモグサ亭一へ∫続.て言濁蛮ミしてみたんヲごカ{養い黄‡募

 もこ一与云う、慕串損輿漕東の山助としてやっても高いたい

 ですネ何

 繍:真珠養殖とか投石等棚指導効果減一応目勇二党墨訳で青

 が、他の種類例えば漁窯なぎはつきジパ指導効果が分

 ら寺、その一意試役場賦榊二漁民旨)意向を聞いておくぺき

 で青虫;o・..・o

 会長:繕綿和島云えば薪穐場馴開拓を蜘願いしたいネ緕剃

 考.ぱ裳支瑚蝦のサ州ま1ま一ぬつ副漁藁だ由言耽陵仰サンマ糞

 渚拙榛受隅舜剰嗣しでバク大な利葦釦挙げた。どこ馬が

 このサ!マ叢晋州閑増瑚島剰甲し†衰支部煽呂こ華出青る
 となると減鞍賦.とるだ思うがサ・{寄源が枯渇1、アし、幸

 うお・そ1純があ馬印こ灼.珍佃rと加撮}眼し甲も高えないお■と

 来るんで青が。こ牝は出来なL・しネ曲擾帆だ撞術蚊・備場

 舜荒墾させてし、金・言訳で私書霧舶ヒ毒ツてい革宇{、で寺が

 ・…。沿岸漁繋できこの例品二灘焔.青。40崔位の資

 源弗生産寿挙ばた為咄…朝帰二1、て.取埼尽一、て己ノまう婁棚
 是加非加・・1。,難加しい所で古ネ。本県ω浴湊島二魯優

 帆た漁場が鳥'島と思ってい墨が、沿岸の潮焼覇測。、漁鮮
 ゆ戸泳の動由讐調・1嫡縞⑳締と云バ恥,搬揚
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!…

 で蚊常1二心掛けて昏い・たいで青オーI
'…

 沿岸漁業の問題
 禰:今治崖漁業振興の間繭が出ましたが、会妻さん自身と

 してはど⑳楼モζ対策却とつ縦長1'と愚舳け予㌦
 ム賞:拾捧漁選と云りで邑}概呈二法毒…と民ゴ残{持て

 島資源を十二分編生か古事が先決で青・鞠実はそ㍉じや

 庄一い。鋼えば対ラをと岬1二数調を使っている苧鳳!ミレ
 い漁獲はない目地の有効適切な漁法塗考える必要があ㍉

 欄睦捨改良して多項酌な漁業総営籠二切躰換える婁が発展

 策ぬ一つと思いま寺。

 繍:増1柱余覇バツとしない定置漁業の現在のあり方につい

 て御批判を_っ...一一.

 会長:そうで青ネ、今の定置は保護区域がなく!優れた漁場
 弓二1‡多くの臆異がひしめき合って,共倒れ⑳状態だが結

 局・之岳二対Ilパ保護区域の設定をして共同掬講鑑と定
 蟹漁護猫⑳調整を図覇摩擦々避ける様晶二しで忌れ・.tい。
 これ喧調整委員会の杜裏ですヨ。

 資源の問題
 鰯:衰支部潅⑭榛受靭⑭話で青が本県人は薪昌レい即具恥

 漁法例導入～芸も露に抵抗を威寺島僚南がかる'と思いま
 寺納・…r

 念長:たしか呂=そ5表っだ頬商抽赤銅豪寺田

 村山指翼部長:漁法の嬬、達が隻産を増青例批当勾前だ舶、

 ㍗冒で肺軍源艦待蝸かけれぱ・一応の制一㍗つ
 け島へ奏で般ないで青か。?セとえ自由漁繋で島つτ蕃

 ネ画どの線硝学漁具榊えるか珊物立場加け鮒ぱ
 そ鮒研究も必、繋と思いま青が6

 編:尤もな話で一手枕策支部藩⑪.サバ讐島二ついでほ」麟昌二ど
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 うと云え差甘ん鼻。?・
 村山:棒受鰯です・“漁、夢の資源排枯渇したと云5実籾も闘

 いでま青が?

 編:.棒受絹が嘉因加ゼうか…。

 榊・:.・だ苧・苧こう云パ婁が何1二原因するか出来る・出来
 ないは珊とレて芦喉場はこん亭研究邑必要で青ネ同

 会長….震源の桔雫とr口1二法ってき・こ舳限大きな疑義
 .が島ると駅う寿、ナごが・.…。繍えば本県伽近海で.音獲
 れたイーワシが今獲竹ない。範①場所で1ま獲椛出した。私

 公家1これ天保。壷闇如舳驚料高二校ダ羊明治中期睾二.不備
 で琉った益のが。後畳二都漁し下救わ楓τいる冊必負すしも
 その時資源が枯蠣し、一'τこ'まつねも鋤乏膿蚤い坦口れない翫

 がある掘潮流水温箏の1鋳係で何処か青二移動寺る肩,室やな

いか?

 一一そのこと鷺つい確烹と益かく、イ7ツが獲脆次ぐなっ

 た弱在。そ椛早二代るアジ。すバが獲楓る様賢二次ろたとし、
 曇こ端昇ま何か自然の撰覇.がある嬢品二威じ一圭'青ネ。非科学

 酌な云い方でヰ缶;・…二た加島いした自然の法則
 を科事駒1二調べるのか試貝会場の役目な弟.で十が・…。

 不海の、商因拙資源の枯渇、些破■二概に云えま甘冶、o

 争長:.≠.1ペコ・ハ不瀕だ・去ら剛悲郵し市いで簑
 ない1二一.・筒一誓帽ω枯隔枯渇I具云えば漁・民良貫びし,
 〈詩的ましてネー。一

 編:藩残馴で青が均在小雪云漁協は漁諸権の管揮1二道わ焔.

 で、仕竜一島し、i・杜窺墨し,てたいと思!,・差ナ如,これ島弱

 小鰻含伽統合1二ついてとう考え・て屠島れ圭青加白

 会長:これは遼や加に統一合青ぺ一き'守青白、県あた記二、三

 年由から声帯大義くして奔走して屠ら胴.る様だが一貫し
 た信念定持って尻切れトゾボ昌二な島ぬ様してもらいたい。

 これ脈是非必要な。東ですほ
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 綴:大都長くな鉋圭し一たか,最後紅河.か年頭⑳腐葉と云っ

 たもの影だ1ぞ・・㌧。…・
 会長:私は漁遵会馴1離して目も糾1特に漁連の使用∴

 を痛威し、とほかく協同組合精神と云つたものを培って

 行きたい。そ胤と聞違して漁村青座蛎指導教育蕃ぞ遠く推一
 一進し港1,吊届叉癩村振興ω一助としそ。漁信連.漁船保険、

 基金協会繋影一つ昌二集めた水産会窮を作りて横の連絡を

 .密品二したい封漁村と金融は切略離甘ないからナ.そし、七

 会長在任中に試強場と蓋協力して何と加西瑚的な仕裏を

 して見たいと思っアい差青。

 編:そ鰍で蹴こ純で…害お忙がい1・所ぜう邑有難うご

 ぎいましむ固

婚.簸'燦

 東支那海まぐろ、かじき延縄漁況(詰四撮)
遠洋部

漁硯機要

 タ2月目二人蛎各分毎恥漁獲率1草若干低Fして.ギ今海区も幽、
 るが該方面の金環の漁盛尾数峠前月よ聴毒く軍数で自弘じき

 ・汐・α。一,33〆まかじき岳8班3〆き鼻まだ盈78g〆めぱち3一一

 ・㍑8れ筆他い・つてい島ポ
 ・28藍N一・～刀9度N、・9.カぷ匿E～427魔瓦ω海域は依

 糾して自希{じ'蓄、圭如じき、ぱ1一バ曲}き一ω雛が州
 和上鰯っている,尚a〃昼まず収金然喉構伽注かつデめぱち
 尻びぴんな州⑳喝曜紬糸差美大島粛海城伽傭之島豪☆1里ひ満

 鰯版方海域内いっ例券車%瓜.正の稽好い漁獲みなし一アいる伺

 叉平均魚体れ、自加じ量体長グ庁9物.砥重2テ2〆ま伽じき

 ガる。潮.。〃2.o〆き拙だ44ハ物.7〃〆めぱも肘

 ユ5〆～2∠0グ麦でで畢均49〆倣長率均ク05榊と症っ

ている.
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東支那海延縄漁況図 12月



魚種別漁獲表

調査期間
調査船数

調査港 鹿児島港



 まべ採苗試験研究実施状況

大島分場新村厳
暑試篠伽員酌

 Ω。大鳥特産鋤〔まべ真珠〕はその球の大形と碑一時の光沢
 簿よハ需要波議々葛圭っているの拝二基拘ら寺、母貝霞源

 部蓄1し、く減少し暫幾吠衰退獅一途釦たぎつでいる,

 p面しで鋤元叢書.棚襲望呂こ応身.て、棄へ母貝仲人工増殖
 1油寛きえ是妻≡{睡自白ξ平究島{廷施1青一系ごと百二なった。

試験経過

 働差美群島箆輿裏業費試壌研究.趨設費6o萬円

.(国虚一理8萬再起債42萬円)
 唾・載喰'葛邊

 (1)まべ産卵期調査

 0増殖弗計る鼻二娯.先づまぺ碕成熟産郷棚時瑠静調褒

 した。

 o'現在麦で繕異同'8月以降圭ぺ伽生殖巣が充実1。て来

 墨ことが親つ㍗罰

(2)増殖試験

 09膏奴・隆暁喝尋犬肇水産逆部、莉頸助辞授の協力例亀

 ハン1主受精1・い増璃載拮紬実施由邪与る.
 人工受精岳亨よ・る増殖試跨

 。・天部洲・系民酬繁殖状洲鯛卵凱t確咋㌣
 灘吹中ミ;=卵叉櫨精子を放出して翻醐し受椿瑚・は今翻彩し、

 つ㌧或覇蘭海氷申・串淳螂うしてか島櫨所吊こ附着して成育

 ・†糺
 ◎蝋土⑳原揮和島.最亀類似的な増殖法として弓成熟し

 た曜雄⑳慧貝を海水槽呂二飼育し或る繭戟で産卵を誘発せ・

 一いて学績卵毒得ることであるが現在のとこ糺圭ぺ1二
 紅姉法畑難である。

 一々。一



 o一従つで人工受精服親房の生殖奥から卵叉1ま精子を切範

 出し,人為的掲交配甘レめそ縦筆水槽中昌二集約舶竈二飼育

 し附春期幸二至っセ挺早毒揮でふ表。天然帆養殖場で養育
 しτ成貝と青系こ乏亭目穣…と青島曲

 ○ちなみ晶二雄一個の貝呂二有青る卵の数は数百萬～数千萬

 個.と推測さ}悦一虚の人工受精晶二虜」生白衰欄瞭採取一再窮
 で森ス鵯I

 これ細畠仮い:4%残れば3_1:ξ萬個の具とな易噺繋筍二

 充分酬母貝数舜確裸出来る司'
 以上のどを和義人工受精島二漕青島期待凛大きら;。

 一{A)人工受精の成績

 ○腐在支で受績実情爵ガθ圃緩返～、τ欝差癌巣昌二よ裏走、

 !刈捌と精子静生殖巣か昌切切だしてか畠単なる姦水中

 で交配拳骨て畠受構蝿象拭殆ん芝竈高汽加つな。

 蟹)曇ごてアンモニア溶液(N員÷0且)静振水中え:溶加
 した中で交配婁背ると受櫓鵡象が起りた。一

 {3)し細し滋水中吊二嚇青るアゾ平ニア鰹液ω濃度晶二よ前

 受精帆成績を左右し最高島い濃度舷タ。分の序鏡憲ア

 ゾ毛ニア溶液が海水中1二0。汐一号一～α島0%溶はt墨の

 孔こ、番潅水抑は70～80舳卵が受精して離
 しや咄,.

 約受精卵娯、實哀真二発生のため倒卵分割あ障始1、約仏5

 蒔樹でセン毛弗有してゆう泳青るよい二なる丹ダ～禰
 暗闘で員1殼が出現し活轄に泳ぎ消化器官洲85時間礎

 出来線砥時間率・残雫料拓摂って歳官寺る岬皇冒目頃肝
 麟筋肉細発達して来る。盲冒以降次竃尋こ穀細大きk互、'

 て行く。図示青ると別紙伽と釦躰で承る。

 ○以上のような甥遇紅た厚靹つ㌧為る司加くして3一～理

 週間後昌二階紬舳貝類の発生如畠推して附着青る亀のと憶
 測さ肌る∴

一々才一



/

 ・o現在紡萬馳即う繊鮒飼育中・吋き㈹約
 α∂9。鋤前後で虚る・…

 Oψが附着飾雫紅細≠鮒貝類から推して約
 013泌位と征罰その雀急漢幅二成長青る高のと考え島弧τ

いる■

 Q成長の状況は昭和30佐度稚貝(天然藤)飼育試蛉の

 雫具舳ケ伍綿蔦が83物となつて一'る・
 ・o真球母貝として適当なの眠殻高20,2打弼、でこ肌ま

 でほは2,3年で成長青る二とが推察貫れた。

 ○な島現在まべ母貝一個暁腹芸よ勃300円前後で購人

 し母貝4個加島平均51000円位の真蝶を生産して1.・る,

 しかし一一金叢体としては〃毎に最低エ000.51000

 綱の母貝必要量で轟るの昌二対し盤かグ50個(3〃年度)

 麗麓しか採取.箒肌てい倭一い。

 くG)餌料

 ○受精後約24時閥を轟ると卵黄が消費しつくさ机τ餌

 料坤摂って成育を続肘る。

 Oα86棚位の貝.が食べる甑賦0.00ぷ・醐位の原生動物
 ㎜OnOS類が良い些苞れで毎回これを培蜜し殖やしなが

 .ら投毎している。

 ○こ綱昌如培泰ω有溌,捜敏ω母箏。覇庇研究中マ赤る。

 擦結ダ
 ○人工受精しtマヘ稚.貝を飼育碕鴫中で希昌洲賦だして
 鱈全島二成育青る加まぺとしで星モ初めてのことで赤る伽で

 皆目見当はつかない.

 'O僅かa僅で成功寸る畠のと収考え鳥肌寺今後鰹検跨重ね研

 研を続けで行きたい。、

 (昭和3ク住〃〃月)

 終い二鹿大水産学郡刷蘭助教授⑳御指導呂二対し深く謝し壬青頭

 →2一七.



 Ｂ　発生の状況

 アンモニア海水中で交配したものの発生過程を図示青島。

 (ノ)切出し。後ω
未熟卵

棒)同左  ㍑)アンモニア海水中で
 潜惟イ七島舳た卵

的受精

 ㈹極汰⑭唱喝
(受精後)約弼分

`6陶一分割
(詔瑚桐)
 約庁つ徐

剛鱒二分倒
(砥細胞)
 約4癖現〃分

 け陶三分割
 (ぞ紬砲)
 約4靖聞香。分

19)驚色分割
 (〃6繍勘
約2時間

(川)繊維出槻
 ゆう泳毎始卯
約辺暗闇

 (〃)貝殻出槻
 描指肥ゆう泳
約8賠蘭

 (4）貝殻発達
消化器官出現

 約〃5時間

 (㍑)肝爾漸'そ他物
鵠逮,蝶番歯出踊

冨目

 (〆μ).軍7山あ{セ曽・大・キるr

名目



呆流魚

 資源について思う
小松光男

 先国中央市壕で80亭箱位マイフツが揚がっているの管見
 τオヤ走、騒'ワた,莇二も数・偉来マ・サブγ静見るの嫁非常畳二橘で

 鳥島珂かって減今頃魚屋昭二行きさえ青触はヒつ星のイフッが

 見ら銅,た益伽で歳靱、普通の家で畠軒先吊二干物がつるして航

 る例濾よく見かける茜Φだつ溢罰

 叉竃研)国で怒せ蔀て正月だけ櫨走山・う"数の手"が今年瞼葬

 常畳二少凌かつ虹邑エッソが獲鮒ないか島である届イワシやニ

 シy等。鎗I大衆議、が近年全く不、糠Φ甘薫哩Iある固杜蘭でこのよ

 うな不櫨專畳二ついて凝間豪コ強くス、鋼果してと棚'泣いる鷺馬5

 か。大抵鰯人舷金く簿鰻麻鷺触で署豆=あ墨壷い細齪壱し貫属じ

 原始塵誰職中で亀薫、胃)書1ぱ1,司りで茎獲、η,嵩だ捗獲干)業'く脇ぱ

 よいのだ養いう歳だ昌二資源無薦的毒葺が標蟄根強い蛎㌘瞭琢

 いだ弔う釦冊戦後・千数箪・食生'濫患大郡二室差ハニ硬りて菜た嗣曇
 棚ため暮:無関心㌘あつ虹鞄魚,稼ぎ象⑳骸存度会が轄糧婁駒,墨

 バ1二なつね島一棒難しだ纂だ。男・弓臨.犬楓伽塞庭が・一圏1二

 歩く差置.}撃葦責無職曇苧御工畢1τ1づレ値食ぺ榊鵬実
 苧?近寅甑牛乳・酬宅亭類饗琴9主蓄驚鰯さ大部膿差苧って
 ほいる茜。)曼義、だ棄た'づく1産….確芋勘蛾曽櫨なく叉'肉次ぎ蕩く1哩'療…

 民家庭別責曇ういり茎是はい.く垂小呵蟹友人の動物打毛ぱく

 棚給源とし芦'食糧他ぎ差云えば云遼芽釦)。して1“る水産誓源
 が前記イワシ。ニシンニバニ繰鼻赤種轟吊ごよつで臓鉦々繍少例一

 路二亭辿っぞい蔦を云う実検瞭亨戦中後鋤乱ばり固=よ鋼冠嵩
 茜無残重二地駆を1露出いご・象く1ア1蠣々鯉国亀酌緩他の努力昌こよ

 歯着=々尋の実弟≒拳はつ・曳銑島曲季童寺碗首で濾先づ国.亀の岬人

 一入が餐源碗字状静認議†島よう努める必要辛宝島墨副
 漁鐙萬の磁抄暑二差落ないこも数嫁来資源調査丑いう專がな

 一ガ身一



 さ禰.ているが鰻に見えない大海の水族槻手0)仕戴で放ればそ

 の生態蛸細嘩相が簡単硝明寺ヂ蝸わな'い蜥細
 旨肘て高結局1司り婁.で㍑阿いかとい一身空気邑あるようIであ弟屈

 誠呂こ潰憾な墨だ(勿繍調衝組織磁構がなくもない)今械途上
 田二姦って青で昇二曙光のみえる亀0)高森呂。ねとえ今手懸覇が

 壕高価,砿くと高そ級1ま決㌧て徒錐1二終鼻ない呵非常年二艦しい

 議題で冴糸糺し如し〃遠き慮なポ瓶は必寺近き透〃が到来

 し凌い婁串念願寺島としてこの一調査城やは預推邊ヰペきであ

 る回曇して実態把握の上で蕎々の水奮施策拍汽き物,なけ惚ば

 な島耽い固

 環荏のフk穫握奥策砥浅海贈殖減馴として沿岸か島沖壱へそ

 して遠津へ表如山科学技術導入胆よ墨漁具備窪の改良乏加痛

 講転換讐砥碧、利二脚いて咄尾で畠多く魚弗獲るうと青る婁で

 童笑止静毎得茂い事である嫁リ税.ど亀大規模再三して慶鵬た礁法

 凄踊い黒韓畠二,集蜴資源の斌耗静菜青專必憲であつ.㌘永い眼て

 みれば或る面で城資源衰退策串諾6つ㌧ある伽か恵勧胤議,・胡

 国亀劔鐘康繰金差いう産業で麻疏は縛来郊愚いやら戦戻臼
 竃源の絶滅(大ゲザ?)を未妹吊二防止呈、実態串痴っ宵適麗に

 判用し永続酌な邑州二等昌努玄淋な苧九志べ春で糸島何時昌二
 浴豊・近海漁誰眼痛鱗寓、漁業人口;二島三・て冒宏漁業伽申、ら

 ヂ島りて電電.榮警という貞加ξ曇庶民家庭呂二最高深い願遷紅

 亀つ義ぬ山病系。従・rてこσ、対策の詞窒.立こ多尚1軍σ、急毒婁・とい

 号へ湊である二

 戦後急激民二膨張した洛岸漁繋の必然的繕巣肘蛍倣漁獲高の激

 嚇圭一'な萌喝講鱗営汽とみ売二窮迫してき汽固そ酬対策棚…内批

 沖合へ遠洋へそして海外へとなったのもつかの闇弩源繰護在

 銘打って種々軌才フ・リミ・ット・ラィソが八方ふき拙萌暑二

 作島綿.ていく。こ恥中尋二減弱島か曇二資源爆護とは全ξI無開係
 1二目前濾叢一用二産力、静かけようと青る策略がうかゴえ墨茜のが

 島る。弩源寺愛.去る婁減結構'だがそれ賦科学的賢料は基づく

 一戸生一・



 ものであ硯膏㌻.^㌔単品二燥護棚昆塊舛苧漁るう禁止区域を設け
 ても無意曼二藍独洲咲島甘一㌘缶く場合だってあ鉛樽・る冊

 国際的震源調査亀崔生干軋夕くあ熱嘩望差しいがそ伽苅品二各
 国独自で言調査き胤鷺義のポ警干銃るだる5か島双方資料緯出
 し合い尊南家の充分な討議珪よ萌保護手当段が講ぜられるべ

 きで島黒田1.・あゆ島北緯サケ、マス漁謹のタ差珪度あ備獲量

 弗きIめ為暮・ツ漁業焚渉亀4月上旬尋二1ま錦加れ島とのことで義

 るが二・楓な理良き鰯と暮しゆれる。

 かぬリ・ラ4ソ賦義語遼齢をいうぺきで島る。ライ=!内ば

 藍摩走蔓え云舳る画㍗ソ撤去が舳程癒賦業界を俘缶
 青纂が。叉曇胤{二奉り吃秦中島靴た績岸欝源えの摩カも或昌
 程度滅ぜ菖的,后安ヨ庄い弓も0、・一で銑系珊1蟄民の}人4人かご⑳

 テイパまりいて恥認識を瀞議二し政席低速か1二不法ライーy解

 消砥瀕極的に乗踊出青歓些孝一え墨門一

 ̂÷㎜午'1・
 =つ㌧き会ふ干潟嫁る伽晶二寒舶島キ

 ≡爾青I事ぷ一一渡止暑二人残く寒拙島青

 1寒月の二は島㌧一だく相好蜆

 1船義か弗くめぱ飛び鳥瑚冬あ真

竹添銀林
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 魚肉組織の顕微鏡的観察(予報)
 二喜製造㌔嚢1殖1土田忠雄

棄目的

 .'告来魚類の肉鷲変化の現象城主として微生動学的方法と躍
 ぺ'と晶方法暑二よ窃研究が行われでい島が。筋肉の死後目二おけ
 套化砥試輸管内呂二捨いて観察慧血るよちな単純一な巷のばか

 I?段なめもあ.と思わ級島岨特吊二魚類納肉質娯魚種撮よ範叉

 ':㌧質種で茜、魚体の各部位や。官能的品二,硬軟弱の差亭育

 ごいる膀このよう・たことか鼻筋肉存構成してい義細胞及ぴ

 襲繕協組織豹変伯響静荷無視しては理解嚇来耽いこと邑多
 ξ太試験場た船い首唱ツーセ…ジ原料焦ほ。あ墨櫨の魚肉

 使用した場合。肉擁機昌二腕組織がつ差靹。驚錐浄・丈が出て

 て、原料魚とし貫瞭凝遼と,塾棚れ遁加っ証場壱が南島国か

 ;5なこと減魚肉組織1乃栓質籠二基づく島輸と著、養え銭凧黒舳

 で、魚肉艦織鋤顕微鏡酌類察街載み溝銅で銃墨届

 実験⑳部

実験材料

 =何れもソーセージ原料魚で晶駿、キワダマグロ雌緩慢擦繕

 嚇“咋蝉し誠⑳を1クジラ、シユモクザメ、メジロザメ
 琶.ヂ.ハニ戯いて試髄し歯囲

.魚肉組織繧沫醜惟耀
 (靱組織の固定材料・静喜メ喜試層。瀬ほ姻齢し。4壕%雇書念〃†暫

 ソぷ∂伍。G中畳二親薬蒔蘭浸して。国憲曇膏意つな働

 側ポ溌　水洗

 艦繊⑳圏冠寮終った畠ρ)減。弱減水中で.男砥鰭簿散溌
 を行婁ポ・

 (d脱水

一4名一



 水洗砧バ組織1ま初一め“%アルコール5.θけ
 中吊二24時間浸し。次号㌃50%ア'㌘コー〃、茨弓二ξμ一
 70%8θ%90%9ぷ、%ア〃箏一〃品:=各々。凄迎蒔ζ『亡`

 して脱水を行い、最後呂二無水ア〃コー〃で完全に虎水を

 行なった、

@)透徹
 ア〃コー一〃とバラフイソ島ま混ざらないので。バラフイソ

 y購二しみ静良・く青る自釣で透徹を行うが、こ純減勧苧
 無水ア〃コー〃左キシロー〃当量混液島二〃蒔闘ひむし、

 次昌ニキシ田丁"昂二"蒔闘。史書二新しいキツロー〃旭ガ時
 間ひ溝レて透徹を終息固

 (e)パラフィンしん透

 キシロール透徴を終ろ篶組織を5グCの値温器中でバ

 ラフイyしん透影行なった目.初めバ7ηソとキハー
 〃当量`昆液章二織錆1間ひたし、次昌二'{ラフィy2昂二滞しキ

 シローバの混液1二2鋳闘ひたし、次1ニハ㍗4バ土鳥
 時間、更貝二別の新しいバラ7イソ呉二2.時間ひたしτバラ

 フイソしん透拒終る田

 バラフイソしん透後。バラ子イ:/包壊夢行なって、ミク
 ロトームで靭片・静作るのであるが,本実.織中は夏期高温

 戦め一二“、㍗イ〉働埋渡困難で納輸・バラ7イソ
 しん透後セミミクロドームで切片静作ザこれ亭菖接破

 鏡し,ミノ〃タフびックス豆で撮影した。

 結果及び考紫

 各材料例たん白質、揮発惟塩基窒泰、P旦を測憲し亡結果

 は下表⑳通輔で競る何ツーセージ⑭場合、塩類可溶催伽ミ

 ォジ:/系たん自貿の量がツーセiジの品質筍二及ぽオ影響が

 大きい故、0.5・M(約3%)食塩可溶性たん白質と水溶性

 港ん白質をビュレット法島二て測定した。

一87一



 水溶性たん白質　食塩可溶性たん白質　其発性塩基窒素量

 ,天暦1暇山一判`＼
 一道&L自_置.一.工.提庄更.遮一基墾塁.剰.平

 クジラ　キワダ　シユモクザメ　メジロザメ
 ・I三三譲一銅灘1ぎπ†〃ぎアー†L砺'フ・一I†'一z一フー'

 〆1筆⇒ζ書1㌣∴
 「二一一''凹'一一一一''…一“■一一■一一一】一一』一'一L'

 半爽和島朝系如喩/・試榊榊氏薄駁.好走洲愚わ肌な
 。い一デロー邑揮発暁塩基窒素量ヅみず初簸腐敗㍗(で麻島一
 吹鯵」性汚名.自却ミクジラ。ツユ呈クザヌ、ヌジiサバ天繕々

 同棲の値和示しこキワ家・マグ州艦漫、急速繊触の養亀なく
 キワダマク'口減絢の魚昌二比ぺ豪い何ソーセー・ニラ例選造!1二1疑基

 関係の施る、塩.類可塔・性な鳥自.蓄卸高ミオジソ系篶.乳白量は

 何鮒岬触舶舳タ'く・特男ニキブダマグロツ差
 が㌣へ.、・
 組織標本は衣粂11達で賦,サメ鮮走キブダマグロ、〆シラの2

 雛鰍好裏話給蔑鍛鷺晩縦断面加島パ筋鯛
 洲孝へ一般1二死勤後の一騎織縦⑪変化は。筋繊艦船不明瞭化/

 呂二初ミ拘、こ焔ほ肉質の悪窺弓二よ黒竜酬ヤなく,死後硬1夏鴎
 の票星織の尋又幸縁吊二よ系高例で麻つ甲、.覆1品二死後の変=。紀州耀ξ冒に

 つ脆.明瞭一1二な州、これハ自家消化叉坤欝敗納創汽ぱ。篭鰯
 緯弗構歳†る栢形質ヤん魯η)密化が竈明、璽耳=耀書牢呉騎籍の

 破敷距11二進、え干鈍胞例破鮒行㍗糾十。い三一榊
 在い:㌣グ柵対クジラ・例群1ま一勤滞縮刷飢・ご巷痕寺咋雫1二綱砲

 苧破壊された状紅靴影黒。又サ州鮒笛織艦邑城
 ぺ臨鯛溶性け自暴島少舳こと加高紹鉋1ミ..綾鮎仰.、

 1～系た螂舳・融㌣書舳べ雫嬢縫碗
 綾簸差で榊州㍗㌦一郎サ1一由一学生締㌦弔電鈍
 畠二軍鰯縫の州ψ1・猷・今一後酸討†.予一冬篭・㍗ぺ子ワ
 タ'マグロの緩漢、』急鐙繊解の相異賦、糠鈴面迦鼻見一で、緩慢

 ㍗亮亀の賦三筋糠舳蝸隔出帆I神ヤ
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 し・だ茎～圭筋繊嘩酬横断面舛・.混乱扶で金つ締・この三岳穏
 艦漫融榊島念碑肉組鯛グ氷が令麦瓢1子し㌔曇一州納
 11陶び;頴艦内11卒㍗物1辞間の大湊嵩戸隔がな1なパ1
 舳思職れ・急連呼解し縦の畔織呼急高二収縮川鉄騨
 繊蘭に雀肪目落生じた高柳で成るう胴秦観類例死直後孟西病

 後の・鵬適時靴舛変化寸る組紬顕錘鏡釣襯雛今坤討
 †け定であ㍉尚組離率顕蝉釦1ま輝肺鯛と省踏
 ヰ馬用!
 最後吊こ種々御璽茜を蜴わつ像度大水産学部済藤姿発生に威鞍
 の意帯表音糺

 南方マグロ延縄漁業試験実習日記

大島郡吉仁墨寓箏挙綾水薩科二隻

泉川忠哉外聰名

 嘆場え航走中納冒記
 瑠潮.三十“色十J昌二十.二暮

 午前十一等。我々萱卒仰実習室島一乗静和=詠唱船中鵯宙克繧

 撃一皮恥激励銃声細後吊:吉仁屋灌和治溝。撞普私な瀬店内海和

 出.る差亀弓藁支挑潅伽波浪梢覆叶加ぷ葛って率嵩胡空破暗1～

 針馳嫉ザ寺111パラ矛軸鼻赤鴛納舳餉壕、出
 鱈箱三十阯偉÷…月一二十囑纈

 船渡榊葉㍗.・1二織し1靴でいる一億鮎1・崎わ南嶋
 酔いがひぎ己㍉.頭がい証く腎鋤茜酬を全都戻1,てしま弓目・船

 酔いとはこんな晃二菩しい亀のかど.風5圓この調子ぢや長く賦

一夕9一



 紬ない、来な舳や農山亡三後師る.だが湊達は海に
 生きる勇だ藺船酔い位曇手負げ一でどう勾るかと思って一目絶過.
 ず.古仁屋港で手許振っτ送りぞくれた掌友⑦顔がチgチラ

 眼掃二浮ぷ。

.十}月二十六目

 犬分船吊二亀慣鮒てきた。海の色目紺青昌二軍んで屠る固飛魚価
 騨が線状亭なし†飛ぶ申を突きる様昼二して船渡}路繭下寺屋目

 元気な声が聞える品〔フッ手交替だゾ〕と琴㌔今8知らか
 ビ鉛握って操だ練習をオるが鉛ポζの婁で航跡知見島とジグ

 ザク、巧う整う差く行加肌・目こ鰍墨練習の一つだ。

 十…居こ.十ヒ昌

 漁場迄あと三目.今自か亀ピン玉葱縄酬総整騰が始まる目僕

 達破ちよ弓こう技縄の結び方弗芦う個

裸一業目配

十}月三十目

 午前四蒔。肘舵、ましいぺ〃音呂二飛ぴ起きる。愈考擬叢騎姶

 縄弗投げる邑6,エサあか滑る者.ビゾ玉串繰為者。竿静くも

 、る者.それぞれ⑳袴為鴇で借忙がしく立.島働いでい嵩何
 千萌八時頃1縄投帆冶終えて朝食を摂る。正午再び揚纐開始一ミ

 州鳴㍍半稜㍗恭局う釦と頼れるカパ・マグロが与
 島めしそr汰顧弓二鰻玉串光県しτ次々雷二甲板に引き島帰も帆

 る蜆青如竃ヰ大きな槌で脳天和ブンなく島鰍アゲソナリなっ

 た魚の俸長を潤るg番号札を榊る。我・の仕事だ。榊勿
 辛修羅場と他寺.二腕が夜中迄続く。夜食砂古ませヘツド昌二
 入る.

十二局面自

 派がグッタリしτとて亀キツい呵合目明大漁で二千貫ω叩グ

 ロが予冷槽囲二投ぼ・こま縦た一。
 鉢帯持ち上げるのさえ息が切肌墨。ピン玉揚げ等手舳皮が暇
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 げ脹れて痛∴。次か亀次に二上る魚品二璋い麺わ§㎡て午前四時
 作業終了、夜食を摂る。常潟静そう辛顔街している・
十二月大冒

 ダンブル瞭昨一目で海員いや満漁だ僅加六回の操講で愈々嬬逮

 昂二つく何乗艦貫墨嬉しそうだ。

帰港目記

'十二月八国

 船は今清水港自蛋して北上している、我々は今度の実習⑳成

 果と琴つ鴛高の品二ついて考えてみた印すい眠不足と疲労に.ふ

 島よ島なけが島自分が果して水産入として立って行く.呂二.遼
 ・当な棒力の蒋島主か否か舳か州様減亀い冬学率で砥
 航海漁譲等水産全般百二つい㌘いろいろ学んでいるが実習筍二当

 って棚岬マグロ延縄の方氏聴・具構碑箏}冠し・干箏舳
 のがわか蛎操だも実際やって見τどん秩岳二鑑かしい邑㍗牢を
 飽窃得た。

 魚が大きな眼亭剥き出して引っ張勒一土けち争黒叫峰見マいる

 .弓ち晶二大島の漁藷巻近海か島遠澤え1飛躍オ。る蒔妙来ている婁
 弗痛威し犬島の水酸拳を発展弩甘、その樹導帯となるのは我

 々 弗措い・で惚捉ない裏讐晃考え烹=ポ、..

 学校品二弓州;㍗・字仰・一言葉}鼻臓肘ない帆布影
 無形伽成果と云えよ弓〇

 十二月一十R

 潜水溝入港暇十五9頃の予寵とか。始めて見る土地だが水護

 細.志青書として此処で羨叉掌ぶべき妻く⑩裏蝉義る.だみうと

 期待員二駒がふく島む。

 これ叉実習ゆ余爆と云うべきか用
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海人草成熟期予備調査

水産技師

～

㌔

永山松男

願戸口勇

九萬田一己

(夕)目約

 本県特産の海人童続駆座剤と1、て注目貫れ需要刷増加走共

 昼二乱構岳二よって滅薙の}途を辿ゆつ㌧あ萌、昨今各地で増殖

 確設が行わ・れているが基礎的調査が少なく、施設滴瑚悉確I実
 島二把握婁れない圭一二効果の挙島なかった去鋼が方々昂二ある
 鉛で、太場では県内各地(為・差美大島弗除く)の成熟瑚調査牽

 を実施した.

 併し,この調査蚊弩料例蒐集が意の如くなら'市予備酌な亀の
 1三終つね日

 (身)調、査方法及び腎料

 一〇調査場所及ぴ調壷員1

 鹿児島湾内・…垂水、根占と永山,九萬田技師)
 こしき列島…里(永山、九萬田技師)

 ・北薩∵・・羽島(永山一一九鯛技師)
 南薩…笠沙(永山1九蔦電検鮪)

 種子島・…宮ノ浦(噸戸口捷鮪

 ○原藻亭40.日毎に約30株づ、採取十ること珍原則と

 し,毛状小技の検鏡鼻二よって胞子価成熱度争論査した。

 Id遠隔地水島の原藻運搬
 療藻を水切軸、や㌧一蔭干しして別区おような木箱品二人

 楓て郵便叉暇船便で運送。

 木箱1ま側面、一下面昌二小穴を多数うがって原灘かむ犯ない

 捧配慮しア三密

 ○生殖量の状態
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 嚢果・・I・・毛状小姓の上音卿苓中央部の側面二1二生じ卵
 円形を雫ンτ果胞辛は成熟嚢果の頂端部の
 小孔よポ放出鼻れ妄。

 四分胞子護・毛状小枝のや、膨肌た部分昌二生じτ螺旋状

 百二並び、その部分の表面濾凸凹して平担で

 なく四分胞子は三角錐状星二分割さ執る。

 精子器…毛状小枝の腹端跨取巻いたう青い葉状体の

 内外面目二生じや㌧黄肉色彩呈している叩

 ○成熟程度の判別

 形成なし、・・胞子の全然みら凧ない亀あ・

 形成初期・・胞子が認め島れる邑、まだ小さく四分胞手

 では分割みら純等配偶体では嚢果中`二胞手

 が充瀞していない茜棚固

 成熟…四分胞子では殆んど分製のみとめ島れるも

 の、配偶体で秩胞子か盛巣中に充満してい

 島状態の邑の

 放出・1・四分胞手体、配偶体共昌二胞子ω放出が僅か.

 で一も認めら胤る畠の,

 但し、大崎、島蘭、宮ノ滝のもの岨未熟個.

 体と胞子体品二わけ・胞子体の中に形成初期

 成熟、放出細含んでい三。

 同調査結果並びに考察

 積鏡繕黒は別表例通珂である。

 〔鹿児島湾〕・・.・垂水、根占
 調査資料少な.く断定でき症いが7月中旬=蚊未形成個体多く

 懲かに形成初期のものがみらお・る。8月下旬1こは寺刊:四
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 分胞子1ま.放出状態となつ一でいるく鮎・'・貞享一ぶ・鰍)
 ・・墾水の鍾・鏡結果脇い'.γ月十珂が上旬よ期成熟舳く鰍
 .た状態としτ一示薫れ貫碕るがこ舳は原藻採取艶の相異呂二よ
 一系一.ξ'〆ではない加と恩わ肌る届

 ''〔こしき列島〕・一・・里
 7貞中旬よ靹忽国呂二夏っで調奮

 7角中下・旬ほ宋無体約7o%で四分胞子I。'果I胞子共晶二盤か

 耳二形壷し始渥)一てい'るが8居中旬だ減未熟体喰約舅雄%差滅

 小!。形咳旬窺の燭殊加増碗して成熟燭俸^見ら娩始めてい
 る。下旬1二な秦と未熟猿継金箔なく寸で早放出樹弥島毒敬
 語島れている。

 、㍗.警㍍∴㌫で嬢加は形成鵬の茜のかみ鳥肌成
 北薩　羽島

 享言.下旬百二.賦与で鼻二四分胞字体は青べて放出状態。配偶体

 j.・.=㍉1二=拾いては形成物麹。成熟欄隊がみ・亀れている。

 (.南薩…笠沙
 .'ク序乍'旬減大戴分が未熟で形成.初期のポ蛎が僅か鼻二・み島犯
 墨のみ。

 ・I享冒十旬に汽殉分胞手鴫青べて放出状態囲

 醐情偉㍗量モ導出燭添岐み呉れな加っ予=が・形成物撫・成熟
 .一個倣抽認め島・商.た〔一

 〔熊'毛〕・㌔二・種早弓(大崎、島闘)屋久毫(宮之庸)
種子島

 成熟程蔭串未形成。茱胞早猿色二区別しで!、・る帆で成熟。枝

 ・出島二ついて城詳細判別で径ない州末形成。胞子体の推移貝二

 ついてみる。

 種子島北部昌二位青る犬鱗列まク月下旬青刊二.未熟稼23.7%

 ・一辛珍1・・月午下旬と瀬疾胞琳⑳増棚がみ舳・薄部
 の島馴二洲㍗同納傾向がみ.舳苧が7月下旬から未
 熟体は〃む妬以†で非常昌二少ない;

 I_迫姓_



 海人草成熟期予備調査の検鏡結果



 屋久島I・一…一
 7月下旬。未熟体汐6-3%で種事島同様一〇二少な一く一.、I漸次胞

 子体の増加が見ら凱るぺ'

胆)要約

 ・)・四分胞子が果胞子バ皐1形鮎肌梢甲.がみ舳る・
 認)鹿彊皇簿以北の各鋤菖二鉦いては8月中旬質か完成熟個

 体がみられ・.8月下旬高二いた一ると放出個赦の増加が目立

つ・

 3)蕨方程阜く胞子の形成がみ島れ特男こ種子島'屋'久島漱成
 熟邑皐いも⑳と・思わ楓る冊

 4)増殖1施設蒔・類として倣I鹿児島麿以北昂二おいて8月中～

 下旬,熊毛地方岳二給いて7局下句～8月中旬を目嬢と青

 ぺきであ馬が,拒船各地目二姶いでそ眺それ胞字あ放出蜘

 確認して裏璃非行う二とが必要と恩わ蝋る。一

 ・今回の調査独前述の如く竃斜が少なく、予痛調査抗錨園晶二と

 どまったが今後調査弗継続して地耀的な相裏、表滋麦一⑭関係

 など岳二ついて詳細岳二究明して行養訂い。

 最後目二転料を提供され去墾水、1根占.里持、羽島,壷渉、太

 崎、高間.宮之浦の各漁幾協同組合は謝意.串表音名.
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 場一村㌧記
 !月苧目一御用始め..二・
 遠洋部二†

 !月46日本場試験船照.霜九一蘭方マグロ櫨叢繊鋤為出
 航。調査費竹下技師補、尚犬島吉仁屋島猿案習生5名乗組.
沿岸部

 リ・・日本場撚挑ハ丸、運支那海哀マグ。櫨繊
 験の為出溝、調査員徳曇技師補
養殖部

 '㍑月・〃目壌畑1二着細黒鯛稜披を実施。敬揚母貝
 4・仏7揮碓うち商品俺値の銑島ものは約迎む域個あつ究。
 "・月夕6目"色目～〆5竸徹か嫁て風強く甲突川尻養殖中
 印箒く奪州が替手臓失、摘採類1二人鮒屠た.パれ
 .まれる。

黎'造部

 ク月8目うし拾煮製造反ぴ琴製品の保蔵試験並ぴ呂二成分分
析關婚

 4月・23日うし島ツ㍗セージ製造騎飴
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